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２．回答者の属性 

 

問１ あなたの年齢は次のどれにあてはまりますか。 

回答者の構成年齢は、「40～49歳」が 22.1％で最も多く、次いで「70歳以上」が 21.3％、

「50～59歳」が 17.6％と続いている。 

 

 

 

  

単数回答

18～29歳 (85)

30～39歳 (125)

40～49歳 (207)

50～59歳 (165)

60～69歳 (155)

70歳以上 (200)

無回答 (1)

9.1 

13.3 

22.1 

17.6 

16.5 

21.3 

0.1 

0% 10% 20% 30%

今回（n=938）
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３．調査結果の概要 

１．人権全般について 

 

問２ 今の日本は、基本的人権が尊重されている社会であると思いますか。次の中から１つ

お選びください。 

「そう思う」が 40.4％で、「そうは思わない」の 16.2％を大きく上回っており、「どちら

ともいえない」が 38.3％となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、「そう思う」は 18～29 歳で低く 20％台であり、30 歳以上で 40％台

となっている。18～29歳は「どちらともいえない」が最も高く、「そうは思わない」も 20％

台と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

そう思う 28.2% 45.6% 40.1% 43.6% 40.6% 40.0% 

どちらともいえない 36.5% 33.6% 38.6% 43.6% 36.1% 38.5% 

そうは思わない 21.2% 18.4% 16.9% 9.1% 19.4% 15.5% 

わからない 14.1% 1.6% 3.9% 3.0% 3.9% 4.5% 

無回答 0.0% 0.8% 0.5% 0.6% 0.0% 1.5% 

  

単数回答

そう思う
（379）
（1197）

どちらともいえない
（359）

（1019）

そうは思わない
（152）

（356）

わからない
（42）

（141）

無回答
（6）

（34）

40.4 

38.3 

16.2 

4.5 

0.6 

43.6 

37.1 

13.0 

5.1 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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問３ 国民一人ひとりの人権意識は、以前に比べて高くなっていると思いますか。次の中か

ら１つお選びください。 

「そう思う」が 45.7％で、「そうは思わない」の 17.2％を大きく上回っており、「どちら

ともいえない」が 31.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「そう思う」が 6.2ポイント増加している。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、「そう思う」はすべての年齢で 40％台となっている。また、「そうは思わ

ない」は年代が上がるにつれて、割合が低くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

そう思う 43.5% 43.2% 46.4% 49.1% 43.2% 46.5% 

どちらともいえない 21.2% 32.0% 30.9% 27.9% 37.4% 33.5% 

そうは思わない 23.5% 20.8% 19.3% 15.8% 15.5% 12.5% 

わからない 11.8% 4.0% 3.4% 6.7% 3.9% 7.0% 

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.5% 

 

  

単数回答

そう思う
（429）
（1084）

どちらともいえない
（293）

（894）

そうは思わない
（161）

（482）

わからない
（53）

（266）

無回答
（2）

（21）

45.7 

31.2 

17.2 

5.7 

0.2 

39.5 

32.5 

17.5 

9.7 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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問４ 「近ごろ、人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない

人が増えてきた」という意見がありますが、あなたはこの意見についてどう思いますか。

次の中から１つお選びください。 

「そう思う」が 67.7％で、「そうは思わない」の 6.0％を大きく上回っており、「どちらと

もいえない」が 23.3％となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、「そう思う」は 18～29歳で 50％台、30～59歳で 60％台、60歳以

上で 70％台となっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

そう思う 55.3% 65.6% 65.7% 64.8% 72.3% 75.5% 

どちらともいえない 25.9% 23.2% 26.1% 29.1% 19.4% 17.5% 

そうは思わない 10.6% 6.4% 5.8% 5.5% 5.8% 4.5% 

わからない 8.2% 4.0% 1.9% 0.6% 1.9% 2.5% 

無回答 0.0% 0.8% 0.5% 0.0% 0.6% 0.0% 

 

 

  

単数回答

そう思う
（635）
（1978）

どちらともいえない
（219）

（546）

そうは思わない
（56）

（117）

わからない
（25）

（86）

無回答
（3）

（20）

67.7 

23.3 

6.0 

2.7 

0.3 

72.0 

19.9 

4.3 

3.1 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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問５ 日本の社会には、人権にかかわるいろいろな問題がありますが、あなたが特に関心

をお持ちのものを次の中から３つまでお選びください。 

「インターネットによる人権侵害」が 56.4％で最も高く、次いで「子どもに関する人権」

が 44.7％、「障害（がい）者に関する人権」が 41.6％と続いている。 

前回調査と比較すると、「性的指向の異なる人・性同一性障害者の人権」が 11.9ポイント

増加、「インターネットによる人権侵害」が 7.0ポイント増加、「高齢者に関する人権」が 8.6

ポイント減少している。 

 

  

複数回答

女性に関する人権
（386）
（1100）

子どもに関する人権
（419）
（1250）

高齢者に関する人権
（290）
（1084）

障害（がい）者に関する人権
（390）
（1166）

同和問題（部落差別）
（51）
（144）

アイヌの人々に関する人権
（17）
（52）

外国人に関する人権
（157）
（362）

エイズウィルス感染者・ハンセン病患者の人権
（36）
（156）

インターネットによる人権侵害
（529）
（1356）

性的指向の異なる人・性同一性障害者の人権
（200）
（257）

その他
（22）
（81）

無回答
（20）
（41）

41.2 

44.7 

30.9 

41.6 

5.4 

1.8 

16.7 

3.8 

56.4 

21.3 

2.3 

2.1 

40.0 

45.5 

39.5 

42.4 

5.2 

1.9 

13.2 

5.7 

49.4 

9.4 

2.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29 歳と 40～69 歳で「インターネットによる人権侵害」、30～

39 歳で「子どもに関する人権」、70 歳以上で「高齢者に関する人権」がそれぞれ最も高く

なっている。また、「性的指向の異なる人・性同一性障害者の人権」は、18～29歳で 40.0％

と、他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

女性に関する人権 49.4% 56.0% 40.1% 35.8% 34.8% 39.0% 

子どもに関する人権 38.8% 57.6% 44.9% 35.2% 45.8% 45.5% 

高齢者に関する人権 14.1% 12.8% 19.3% 28.5% 45.2% 52.5% 

障害（がい）者に関する人権 45.9% 35.2% 42.5% 34.5% 48.4% 43.5% 

同和問題（部落差別） 3.5% 4.8% 7.2% 4.2% 1.3% 8.5% 

アイヌの人々に関する人権 0.0% 2.4% 1.9% 0.6% 1.9% 3.0% 

外国人に関する人権 16.5% 11.2% 20.8% 20.6% 12.9% 16.0% 

エイズウィルス感染者・ハンセン

病患者の人権 
5.9% 0.8% 4.3% 3.6% 4.5% 4.0% 

インターネットによる人権侵害 61.2% 49.6% 61.8% 69.1% 54.2% 44.0% 

性的指向の異なる人・性同一性障

害者の人権 
40.0% 31.2% 25.6% 20.6% 12.3% 10.5% 

その他 1.2% 4.8% 2.4% 1.2% 2.6% 2.0% 

無回答 0.0% 1.6% 1.0% 1.8% 1.9% 5.0% 
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問６ あなたは、今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。次の中から

１つお選びください。 

「ある」が 21.0％、「ない」が 62.4％となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、「ある」は 18～29歳と 70歳以上で 10％台、30～69歳で 20％台と

なっている。また、18～29歳で「わからない」が 23.5％と他の年代と比べて高くなってい

る。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

ある 16.5% 24.8% 21.7% 26.1% 22.6% 14.5% 

ない 60.0% 63.2% 58.9% 58.2% 63.2% 69.0% 

わからない 23.5% 12.0% 18.8% 15.2% 12.3% 14.0% 

無回答 0.0% 0.0% 0.5% 0.6% 1.9% 2.5% 

 

 

  

単数回答

ある
（197）

（658）

ない
（585）
（1577）

わからない
（146）
（414）

無回答
（10）
（98）

21.0 

62.4 

15.6 

1.1 

24.0 

57.4 

15.1 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=938） 前回（n=2,747）



 

10 

（問６で「１ ある」と答えた方におたずねします。） 

問７ どのような人権侵害でしたか。次の中から該当するものすべてお選びください。 

「学校、職場、地域において、不当な待遇や言動を受けた」が 58.4％で最も高く、次いで

「あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や陰口を言われた」が 46.2％、「名誉・信用を傷

つけられたり、侮辱された」が 26.4％と続いている。 

前回調査と比較すると、「学校、職場、地域において、不当な待遇や言動を受けた」が 15.7

ポイント増加している。 

 

※「学校、職場、地域において、不当な待遇や言動を受けた」の選択肢は、前回は「職場において、不当な待遇や

言動を受けた」となっている。 

  

複数回答

あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や
陰口を言われた

（91）
（313）

名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された
（52）
（198）

社会的地位、慣習、脅迫などにより、意に
反することをさせられたり権利の行使を侵害
された

（40）
（110）

人種・信条・性別などにより、不平等または
不利益な取扱いを受けた

（30）
（74）

学校、職場、地域において、不当な待遇や
言動を受けた

（115）
（281）

プライバシーを侵害された
（30）
（96）

性的嫌がらせ（セクシュアル・ハラスメント）
を受けた

（31）
（74）

特定の人に執拗につきまとわれた（ストー
カー被害）

（17）
（51）

その他
（4）
（32）

無回答
（4）
（9）

46.2 

26.4 

20.3 

15.2 

58.4 

15.2 

15.7 

8.6 

2.0 

2.0 

47.6 

30.1 

16.7 

11.2 

42.7 

14.6 

11.2 

7.8 

4.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=197） 前回（n=658）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、40～49 歳と 70 歳以上で「あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や

陰口を言われた」、それ以外の年代で「学校、職場、地域において、不当な待遇や言動を受け

た」、がそれぞれ最も高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 14人 31人 45人 43人 35人 29人 

あらぬ噂をたてられたり、他人か

ら悪口や陰口を言われた 
64.3% 48.4% 55.6% 34.9% 37.1% 48.3% 

名誉・信用を傷つけられたり、侮

辱された 
28.6% 25.8% 26.7% 32.6% 28.6% 13.8% 

社会的地位、慣習、脅迫などによ

り、意に反することをさせられた

り権利の行使を侵害された 

14.3% 12.9% 31.1% 23.3% 20.0% 10.3% 

人種・信条・性別などにより、不平

等または不利益な取扱いを受けた 
14.3% 16.1% 22.2% 14.0% 11.4% 10.3% 

学校、職場、地域において、不当な

待遇や言動を受けた 
78.6% 80.6% 53.3% 65.1% 45.7% 37.9% 

プライバシーを侵害された 21.4% 19.4% 8.9% 16.3% 17.1% 13.8% 

性的嫌がらせ（セクシュアル・ハ

ラスメント）を受けた 
14.3% 25.8% 22.2% 16.3% 5.7% 6.9% 

特定の人に執拗につきまとわれた

（ストーカー被害） 
0.0% 16.1% 6.7% 14.0% 2.9% 6.9% 

その他 0.0% 0.0% 2.2% 0.0% 2.9% 6.9% 

無回答 7.1% 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 6.9% 
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（問７で答えた方におたずねします。） 

問８ その時、どうされましたか。次の中から該当するものすべてお選びください。 

「黙って我慢した」が 59.6％で最も高く、次いで「友達、同僚、先輩、教師、上司に相談

した」が 35.8％、「家族、親戚に相談した」が 29.5％と続いている。 

前回調査と比較すると、「黙って我慢した」が 6.3ポイント増加している。 

 

※「友達、同僚、先輩、教師、上司に相談した」の選択肢は、前回は「友達、同僚、上司に相談した」となってい

る。 

 

  

複数回答

友達、同僚、先輩、教師、上司に相談した
（69）
（212）

家族、親戚に相談した
（57）
（194）

警察に相談した
（13）
（37）

弁護士に相談した
（12）
（31）

公共機関(県、市町村、法務局、人権擁護委
員や人権相談)に相談した

（11）
（22）

民間団体に相談した
（5）
（13）

相手に抗議するなど自分で解決した
（35）
（106）

黙って我慢した
（115）
（346）

忘れた・わからない
（7）
（21）

その他
（15）
（27）

無回答
（3）
（22）

35.8 

29.5 

6.7 

6.2 

5.7 

2.6 

18.1 

59.6 

3.6 

7.8 

1.6 

32.7 

29.9 

5.7 

4.8 

3.4 

2.0 

16.3 

53.3 

3.2 

4.2 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=193） 前回（n=649）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「黙って我慢した」が最も高く、特に 30～39歳で 77.4％

と高くなっている。また、18～29歳で「友達、同僚、先輩、教師、上司に相談した」と「家

族、親戚に相談した」、「相手に抗議するなど自分で解決した」が他の年代に比べて高くなっ

ている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 13人 31人 44人 43人 35人 27人 

友達、同僚、先輩、教師、上司に

相談した 
53.8% 38.7% 40.9% 39.5% 28.6% 18.5% 

家族、親戚に相談した 46.2% 38.7% 31.8% 23.3% 28.6% 18.5% 

警察に相談した 0.0% 6.5% 2.3% 4.7% 11.4% 14.8% 

弁護士に相談した 7.7% 0.0% 2.3% 7.0% 14.3% 7.4% 

公共機関(県、市町村、法務局、

人権擁護委員や人権相談)に相談

した 

7.7% 3.2% 2.3% 7.0% 8.6% 7.4% 

民間団体に相談した 7.7% 0.0% 2.3% 4.7% 2.9% 0.0% 

相手に抗議するなど自分で解決し

た 
30.8% 12.9% 15.9% 16.3% 17.1% 25.9% 

黙って我慢した 69.2% 77.4% 63.6% 53.5% 40.0% 63.0% 

忘れた・わからない 7.7% 3.2% 0.0% 7.0% 2.9% 3.7% 

その他 0.0% 0.0% 11.4% 7.0% 17.1% 3.7% 

無回答 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 
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２．女性に関する人権について 

 

問９ 女性に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。次

の中から３つまでお選びください。 

「育児、家事、介護等を男女が共同で担うことができる社会システムが整備されていない

こと」が 65.8％で最も高く、次いで「昇給昇進時の男女差や、責任ある仕事を任せてもらえ

ない、妊娠、出産等を理由に不利益な扱いを受ける（マタニティ・ハラスメント）など、職場

における待遇が違うこと」が 51.9％、「男は仕事、女は家庭など、男女の固定的な役割分担

意識があること」が 42.3％と続いている。 

前回調査と比較すると、「昇給昇進時の男女差や、責任ある仕事を任せてもらえない、妊娠、

出産等を理由に不利益な扱いを受ける（マタニティ・ハラスメント）など、職場における待

遇が違うこと」が 8.8ポイント増加、「売春・買春」が 6.2ポイント減少している。 

  

 

  

複数回答

男は仕事、女は家庭など、男女の固定的な
役割分担意識があること

（397）

（1102）

昇給昇進時の男女差や、責任ある仕事を任せ
てもらえない、妊娠、出産等を理由に不利益な

扱いを受ける（マタニティ・ハラスメント）など、職

場における待遇が違うこと

（487）

（1184）

育児、家事、介護等を男女が共同で担うこと
ができる社会システムが整備されていない
こと

（617）

（1778）

夫やパートナーから暴力をふるわれること（ド
メスティック・バイオレンス）

（223）

（733）

職場等で性的嫌がらせをされること（セク
シュアル・ハラスメント）

（191）
（547）

売春・買春
（73）

（384）

女性のヌードがアダルトサイトやビデオ、ＤＶ
Ｄ、雑誌などにおいて商品化されていること

（124）
（342）

女性だけが「奥様」、「婦人」、「未亡人」と言
われること

（51）

（142）

わからない
（72）

（188）

その他
（24）
（71）

無回答
（20）

（65）

42.3 

51.9 

65.8 

23.8 

20.4 

7.8 

13.2 

5.4 

7.7 

2.6 

2.1 

40.1 

43.1 

64.7 

26.7 

19.9 

14.0 

12.4 

5.2 

6.8 

2.6 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=938） 前回（n=2,747）

※「昇給昇進時の男女差や、責任ある仕事を任せてもらえない、妊娠、出産等を理由に不利益な扱いを受ける

（マタニティ・ハラスメント）など、職場における待遇が違うこと」の選択肢は、前回は「昇給昇進時の男

女差や、責任ある仕事を任せてもらえないなど、職場における待遇が違うこと」となっている。また、「売

春・買春」の選択肢は、前回は「売春・買春、援助交際」となっている。さらに、「女性のヌードがアダル

トサイトやビデオ、ＤＶＤ、雑誌などにおいて商品化されていること」の選択肢は、前回は「女性のヌード

がアダルトビデオやポルノ雑誌などにおいて商品化されていること」となっている。 
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「育児、家事、介護等を男女が共同で担うことができる

社会システムが整備されていないこと」が最も高く、特に 18～29歳と 40～49歳で 70％

台と高くなっている。また、18～29 歳で「昇給昇進時の男女差や、責任ある仕事を任せて

もらえない、妊娠、出産等を理由に不利益な扱いを受ける（マタニティ・ハラスメント）な

ど、職場における待遇が違うこと」が 70.6％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

男は仕事、女は家庭など、男女の

固定的な役割分担意識があること 
52.9% 47.2% 43.5% 37.6% 34.8% 43.5% 

昇給昇進時の男女差や、責任ある

仕事を任せてもらえない、妊娠、

出産等を理由に不利益な扱いを受

ける（マタニティ・ハラスメント）

など、職場における待遇が違うこ

と 

70.6% 54.4% 49.8% 48.5% 50.3% 48.5% 

育児、家事、介護等を男女が共同

で担うことができる社会システム

が整備されていないこと 

71.8% 68.8% 72.5% 58.8% 65.8% 60.0% 

夫やパートナーから暴力をふるわ

れること（ドメスティック・バイ

オレンス） 

18.8% 16.0% 27.5% 32.1% 27.7% 17.0% 

職場等で性的嫌がらせをされるこ

と（セクシュアル・ハラスメント） 
23.5% 18.4% 23.7% 24.2% 21.9% 12.5% 

売春・買春 5.9% 8.8% 6.8% 7.3% 9.7% 8.0% 

女性のヌードがアダルトサイトや

ビデオ、ＤＶＤ、雑誌などにおい

て商品化されていること 

4.7% 7.2% 5.8% 17.0% 13.5% 24.5% 

女性だけが「奥様」、「婦人」、「未亡

人」と言われること 
3.5% 7.2% 2.4% 3.0% 4.5% 11.0% 

わからない 8.2% 4.8% 5.3% 6.7% 11.6% 9.5% 

その他 4.7% 4.0% 1.4% 3.6% 1.9% 1.5% 

無回答 0.0% 0.8% 2.4% 0.0% 0.6% 6.5% 
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問 10 女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。次の中から３つ

までお選びください。 

「女性の就業機会の確保や、職業能力開発の機会、ワーク・ライフ・バランスを推進する

環境を充実する」が 42.9％で最も高く、次いで「男女平等や性についての教育を充実する」

が 33.5％、「女性が被害者になる犯罪の取締りを強化する」が 28.4％と続いている。 

前回調査と比較すると、「女性の就業機会の確保や、職業能力開発の機会、ワーク・ライフ・

バランスを推進する環境を充実する」が 8.6ポイント増加、「女性のための各種相談体制を充

実する」が 6.7ポイント減少している。 

 
※「女性の就業機会の確保や、職業能力開発の機会、ワーク・ライフ・バランスを推進する環境を充実する」の選

択肢は、前回は「女性の就業機会の確保や、職業能力開発の機会を充実する」となっている。また、「テレビ、

映画、新聞、雑誌、インターネットなどのメディアの倫理規程を強化する」の選択肢は、前回は「テレビ、映画、

新聞、雑誌などのメディアの倫理規程を強化する」となっている。 

  

複数回答

女性のための各種相談体制を充実する
（211）
（803）

女性の人権を守るための啓発活動を推進
する

（117）
（412）

男女平等や性についての教育を充実する
（314）
（928）

女性の就業機会の確保や、職業能力開発
の機会、ワーク・ライフ・バランスを推進する
環境を充実する

（402）
（942）

議員、企業役員や行政の審議会等への女
性の参画を促進する

（184）
（414）

女性が暴力等の被害から避難するための
「シェルター・緊急待避所」を整備する

（190）
（523）

女性が被害者になる犯罪の取締りを強化
する

（266）
（845）

相談機関などが暴力を受けた被害者の意
思や気持ちに配慮した対応をする

（190）
（540）

捜査や裁判で、女性の担当者を増やし、被
害女性が届け出しやすいようにする

（251）
（703）

テレビ、映画、新聞、雑誌、インターネットな
どのメディアの倫理規程を強化する

（142）
（379）

わからない
（50）
（156）

その他
（27）
（92）

無回答
（17）
（66）

22.5 

12.5 

33.5 

42.9 

19.6 

20.3 

28.4 

20.3 

26.8 

15.1 

5.3 

2.9 

1.8 

29.2 

15.0 

33.8 

34.3 

15.1 

19.0 

30.8 

19.7 

25.6 

13.8 

5.7 

3.3 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、69歳以下で「女性の就業機会の確保や、職業能力開発の機会、ワーク・

ライフ・バランスを推進する環境を充実する」、70歳以上で「女性が被害者になる犯罪の取

締りを強化する」がそれぞれ最も高くなっている。また、30～39 歳で「男女平等や性につ

いての教育を充実する」が 42.4％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

女性のための各種相談体制を充実

する 
17.6% 17.6% 20.3% 19.4% 30.3% 26.5% 

女性の人権を守るための啓発活動

を推進する 
8.2% 8.8% 10.6% 15.2% 12.9% 15.5% 

男女平等や性についての教育を充

実する 
36.5% 42.4% 31.9% 33.9% 29.0% 31.5% 

女性の就業機会の確保や、職業能

力開発の機会、ワーク・ライフ・バ

ランスを推進する環境を充実する 

57.6% 49.6% 43.0% 42.4% 45.2% 30.5% 

議員、企業役員や行政の審議会等

への女性の参画を促進する 
20.0% 17.6% 16.4% 18.2% 17.4% 27.0% 

女性が暴力等の被害から避難する

ための「シェルター・緊急待避所」

を整備する 

20.0% 16.8% 20.8% 21.2% 22.6% 19.5% 

女性が被害者になる犯罪の取締り

を強化する 
20.0% 24.0% 30.4% 27.9% 27.1% 34.0% 

相談機関などが暴力を受けた被害

者の意思や気持ちに配慮した対応

をする 

14.1% 13.6% 23.2% 24.2% 24.5% 17.5% 

捜査や裁判で、女性の担当者を増

やし、被害女性が届け出しやすい

ようにする 

25.9% 20.0% 26.1% 27.9% 27.7% 30.0% 

テレビ、映画、新聞、雑誌、インタ

ーネットなどのメディアの倫理規

程を強化する 

10.6% 17.6% 11.1% 20.0% 14.2% 16.5% 

わからない 4.7% 4.8% 4.8% 5.5% 6.5% 5.5% 

その他 4.7% 5.6% 4.3% 1.2% 0.6% 2.0% 

無回答 1.2% 0.0% 2.4% 0.6% 0.6% 4.5% 
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３．子どもに関する人権について 

 

問 11 子どもに関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。

次の中から３つまでお選びください。 

「保護者が子どもに対して身体的、心理的に虐待すること」が 68.2％で最も高く、次いで

「子ども同士が『暴力』、『仲間はずれ』、『無視』などのいじめをすること」が 60.0％、「い

じめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをすること」が 43.2％と続いてい

る。 

前回調査と比較すると、「教師が子どもに体罰を加えること」が 9.4 ポイント増加、「児童

買春・児童ポルノ等」が 6.2ポイント減少している。 

 

  

複数回答

いうことを聞かない子どもに保護者がしつけ
のつもりで体罰を加えること

（328）
（837）

保護者が子どもに対して身体的、心理的に
虐待すること

（640）
（1868）

子ども同士が「暴力」、「仲間はずれ」、「無
視」などのいじめをすること

（563）
（1519）

いじめをしている人や、いじめられている人
を見て見ぬふりをすること

（405）
（1270）

学校や就職先の選択等について大人が子
どもの意思を尊重しないこと

（151）
（389）

教師が子どもに体罰を加えること
（174）
（252）

児童買春・児童ポルノ等
（251）
（906）

わからない
（21）
（63）

その他
（20）
（56）

無回答
（13）
（81）

35.0 

68.2 

60.0 

43.2 

16.1 

18.6 

26.8 

2.2 

2.1 

1.4 

30.5 

68.0 

55.3 

46.2 

14.2 

9.2 

33.0 

2.3 

2.0 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、69歳以下で「保護者が子どもに対して身体的、心理的に虐待すること」、

70歳以上で「子ども同士が『暴力』、『仲間はずれ』、『無視』などのいじめをすること」がそ

れぞれ最も高くなっている。また、18～29 歳で「学校や就職先の選択等について大人が子

どもの意思を尊重しないこと」と「教師が子どもに体罰を加えること」が 20％台後半と他の

年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

いうことを聞かない子どもに保護

者がしつけのつもりで体罰を加え

ること 

41.2% 32.0% 29.0% 31.5% 41.9% 38.0% 

保護者が子どもに対して身体的、

心理的に虐待すること 
72.9% 73.6% 71.5% 70.3% 67.7% 58.0% 

子ども同士が「暴力」、「仲間はず

れ」、「無視」などのいじめをする

こと 

51.8% 51.2% 56.0% 66.1% 67.1% 62.5% 

いじめをしている人や、いじめら

れている人を見て見ぬふりをする

こと 

37.6% 39.2% 42.5% 38.2% 47.7% 49.5% 

学校や就職先の選択等について大

人が子どもの意思を尊重しないこ

と 

29.4% 14.4% 16.4% 10.3% 13.5% 18.0% 

教師が子どもに体罰を加えること 27.1% 18.4% 19.8% 17.0% 15.5% 17.5% 

児童買春・児童ポルノ等 16.5% 28.0% 30.4% 36.4% 25.2% 19.5% 

わからない 1.2% 0.8% 1.9% 1.2% 2.6% 4.5% 

その他 1.2% 4.8% 2.9% 1.8% 0.6% 1.5% 

無回答 1.2% 0.8% 1.4% 1.2% 0.6% 2.5% 

 

 

  



 

20 

問 12 子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。次の中から３

つまでお選びください。 

「大人が他人に対する思いやりなどを教える（善悪や道徳等）」が 50.9％で最も高く、次

いで「教師の人間性、資質を高める」が 49.3％、「子どものための各種相談体制を充実する」

が 44.1％と続いている。 

前回調査と比較すると、「大人が子どもの個性を尊重する」が 10.1 ポイント増加、「体罰

禁止を徹底する」が 9.9ポイント増加、「大人が他人に対する思いやりなどを教える（善悪や

道徳等）」が 10.5ポイント減少している。 

 

  

複数回答

子どものための各種相談体制を充実する
（414）
（1126）

子どもの人権を守るための啓発活動を推進
する

（210）
（740）

体罰禁止を徹底する
（225）
（388）

学力偏重の入試制度のあり方を改める
（175）
（523）

教師の人間性、資質を高める
（462）
（1352）

大人が他人に対する思いやりなどを教える
（善悪や道徳等）

（477）
（1687）

大人が子どもの個性を尊重する
（387）
（856）

わからない
（23）
（79）

その他
（63）
（124）

無回答
（11）
（79）

44.1 

22.4 

24.0 

18.7 

49.3 

50.9 

41.3 

2.5 

6.7 

1.2 

41.0 

26.9 

14.1 

19.0 

49.2 

61.4 

31.2 

2.9 

4.5 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29歳で「大人が子どもの個性を尊重する」、30歳以上で「大人が

他人に対する思いやりなどを教える（善悪や道徳等）」がそれぞれ最も高くなっている。また、

70歳以上で「学力偏重の入試制度のあり方を改める」が 29.0％と他の年代に比べて高くな

っている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

子どものための各種相談体制を充

実する 
35.3% 44.8% 43.0% 46.1% 49.7% 43.0% 

子どもの人権を守るための啓発活

動を推進する 
16.5% 20.8% 20.8% 24.2% 23.2% 25.0% 

体罰禁止を徹底する 34.1% 24.0% 14.5% 18.8% 28.4% 30.5% 

学力偏重の入試制度のあり方を改

める 
14.1% 12.0% 15.0% 18.2% 18.1% 29.0% 

教師の人間性、資質を高める 51.8% 43.2% 51.7% 44.8% 52.3% 50.5% 

大人が他人に対する思いやりなど

を教える（善悪や道徳等） 
29.4% 46.4% 57.5% 49.1% 53.5% 55.5% 

大人が子どもの個性を尊重する 60.0% 36.8% 47.8% 34.5% 36.1% 39.0% 

わからない 5.9% 1.6% 1.9% 2.4% 3.2% 1.5% 

その他 7.1% 14.4% 7.2% 9.1% 4.5% 1.0% 

無回答 1.2% 0.8% 0.5% 1.2% 0.0% 3.0% 

 

  



 

22 

４．高齢者に関する人権について 

 

問 13 高齢者に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。

次の中から３つまでお選びください。 

「悪徳商法や振り込め詐欺による高齢者の被害が多いこと」が 51.0％で最も高く、次いで

「介護制度が十分でないこと」が 40.0％、「情報がひとり暮らしの高齢者に十分につたわら

ないこと」が 37.7％と続いている。 

前回調査と比較すると、「情報がひとり暮らしの高齢者に十分につたわらないこと」が 8.1

ポイント増加、「悪徳商法や振り込め詐欺による高齢者の被害が多いこと」が 7.6ポイント増

加、「働ける能力を発揮する機会がないこと」が 5.5ポイント減少している。 

 

  

複数回答

働ける能力を発揮する機会がないこと
（349）
（1173）

悪徳商法や振り込め詐欺による高齢者の被害
が多いこと

（478）
（1192）

病院での看護や福祉施設での対応が十分
でないこと

（206）
（691）

高齢者を邪魔者扱いし、高齢者の意見や行
動を尊重しないこと

（183）
（563）

介護制度が十分でないこと
（375）
（1238）

情報がひとり暮らしの高齢者に十分につた
わらないこと

（354）
（812）

家族が高齢者の世話を避けること
（130）
（390）

道路の段差解消、エレベーターの設置その
他の高齢者が暮らしやすい街づくりや住宅
づくりが進んでいないこと

（297）
（756）

わからない
（36）
（79）

その他
（26）
（66）

無回答
（10）
（70）

37.2 

51.0 

22.0 

19.5 

40.0 

37.7 

13.9 

31.7 

3.8 

2.8 

1.1 

42.7 

43.4 

25.2 

20.5 

45.1 

29.6 

14.2 

27.5 

2.9 

2.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29歳で「介護制度が十分でないこと」、30歳以上で「悪徳商法や

振り込め詐欺による高齢者の被害が多いこと」がそれぞれ最も高くなっている。また、70歳

以上で「高齢者を邪魔者扱いし、高齢者の意見や行動を尊重しないこと」が 27.5％と他の年

代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

働ける能力を発揮する機会がない

こと 
36.5% 34.4% 40.6% 38.8% 40.0% 32.5% 

悪徳商法や振り込め詐欺による高

齢者の被害が多いこと 
47.1% 52.0% 53.6% 46.7% 49.7% 53.5% 

病院での看護や福祉施設での対応

が十分でないこと 
23.5% 24.8% 20.8% 22.4% 25.8% 17.5% 

高齢者を邪魔者扱いし、高齢者の

意見や行動を尊重しないこと 
14.1% 20.0% 15.0% 18.8% 18.7% 27.5% 

介護制度が十分でないこと 48.2% 35.2% 45.4% 41.2% 43.9% 29.5% 

情報がひとり暮らしの高齢者に十

分につたわらないこと 
38.8% 37.6% 36.2% 38.2% 34.8% 41.0% 

家族が高齢者の世話を避けること 17.6% 13.6% 13.0% 11.5% 11.6% 17.0% 

道路の段差解消、エレベーターの

設置その他の高齢者が暮らしやす

い街づくりや住宅づくりが進んで

いないこと 

31.8% 24.0% 30.9% 32.7% 33.5% 34.5% 

わからない 2.4% 3.2% 1.9% 4.2% 5.2% 5.5% 

その他 1.2% 4.0% 3.4% 4.2% 1.9% 1.5% 

無回答 1.2% 0.8% 1.0% 0.6% 0.6% 2.0% 
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問 14 高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。次の中から３

つまでお選びください。 

「高齢者が自立し、生活しやすい環境を整える」が 60.4％で最も高く、次いで「高齢者の

就職機会を増やす」が 31.0％、「高齢者と他の世代との交流を進める」が 25.9％と続いて

いる。 

前回調査と比較すると、「看護・介護に関する情報を細かく広報する」が 7.6ポイント増加

している。 

 
※「高齢者のための各種相談体制を充実する」の選択肢は、前回は「高齢者のための各種相談機能を充実する」と

なっている。また、「看護・介護に関する情報を細かく広報する」の選択肢は、前回は「看護に関する情報を細

かく広報する」となっている。  

複数回答

高齢者のための各種相談体制を充実する
（240）
（775）

高齢者を思いやり、人権を守るための啓発
活動を推進する

（150）
（484）

高齢者が自立し、生活しやすい環境を整え
る

（567）
（1593）

病院での看護や福祉施設での対応を改善
する

（210）
（668）

看護・介護に関する情報を細かく広報する
（186）
（334）

高齢者の就職機会を増やす
（291）
（925）

高齢者への犯罪に対して、取り締まりを強
化する

（211）
（540）

高齢者と他の世代との交流を進める
（243）
（831）

成年後見制度など、高齢者の人権と財産を
守るための制度の利用を促進する

（143）
（403）

高齢者のための社交場をつくる
（161）
（501）

わからない
（26）
（79）

その他
（29）
（57）

無回答
（17）
（50）

25.6 

16.0 

60.4 

22.4 

19.8 

31.0 

22.5 

25.9 

15.2 

17.2 

2.8 

3.1 

1.8 

28.2 

17.6 

58.0 

24.3 

12.2 

33.7 

19.7 

30.3 

14.7 

18.2 

2.9 

2.1 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「高齢者が自立し、生活しやすい環境を整える」が最も

高くなっている。また、70歳以上で「高齢者のための各種相談体制を充実する」が 32.5％

と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

高齢者のための各種相談体制を充

実する 
18.8% 22.4% 25.1% 22.4% 27.1% 32.5% 

高齢者を思いやり、人権を守るた

めの啓発活動を推進する 
11.8% 10.4% 13.0% 13.9% 22.6% 20.5% 

高齢者が自立し、生活しやすい環

境を整える 
48.2% 55.2% 59.9% 63.0% 64.5% 64.0% 

病院での看護や福祉施設での対応

を改善する 
29.4% 24.0% 22.2% 20.6% 27.1% 16.5% 

看護・介護に関する情報を細かく

広報する 
22.4% 15.2% 17.9% 18.2% 21.9% 23.5% 

高齢者の就職機会を増やす 30.6% 33.6% 38.2% 33.9% 28.4% 22.0% 

高齢者への犯罪に対して、取り締

まりを強化する 
21.2% 23.2% 28.5% 16.4% 18.1% 25.0% 

高齢者と他の世代との交流を進め

る 
23.5% 29.6% 29.0% 33.3% 21.9% 18.5% 

成年後見制度など、高齢者の人権

と財産を守るための制度の利用を

促進する 

14.1% 11.2% 14.5% 20.0% 17.4% 13.0% 

高齢者のための社交場をつくる 25.9% 20.0% 15.9% 17.6% 11.0% 17.5% 

わからない 3.5% 1.6% 1.0% 1.8% 3.9% 5.0% 

その他 4.7% 4.8% 3.9% 2.4% 2.6% 1.5% 

無回答 1.2% 0.8% 0.5% 0.6% 2.6% 4.5% 
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５．障害（がい）者に関する人権について 

 

問 15 障害（がい）者に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなこと

ですか。次の中から３つまでお選びください。 

「障害（がい）または障害（がい）者についての理解が十分でないこと」が 68.6％で最も

高く、次いで「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」が 40.5％、「道路の段差

や、駅や建物の段差などにより、外出に支障があること」が 34.8％と続いている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

  

複数回答

障害（がい）または障害（がい）者についての理解
が十分でないこと

（643）
（1863）

就職活動や職場において不利な扱いを受けること
（380）
（1099）

施設サービスが十分でないこと
（206）
（603）

在宅サービスが十分でないこと
（107）
（354）

病院や施設で本人の意思に反して自由を制限した
りすること

（136）
（297）

知的障害（がい）者、精神障害（がい）者等で判断
能力が十分でない者に財産管理等経済生活をめ
ぐる権利侵害があること

（169）
（520）

道路の段差や、駅や建物の段差などにより、外出
に支障があること

（326）
（854）

スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動への
参加の機会が少ないこと

（109）
（357）

結婚の際、周囲から反対を受けること
（87）
（227）

わからない
（84）
（274）

その他
（22）
（46）

無回答
（24）
（64）

68.6 

40.5 

22.0 

11.4 

14.5 

18.0 

34.8 

11.6 

9.3 

9.0 

2.3 

2.6 

67.8 

40.0 

22.0 

12.9 

10.8 

18.9 

31.1 

13.0 

8.3 

10.0 

1.7 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「障害（がい）または障害（がい）者についての理解が十

分でないこと」が最も高く、特に 18～29 歳と 40～49 歳で 70％台となっている。また、

18～49 歳で「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」が 40％台と高くなって

いる。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

障害（がい）または障害（がい）

者についての理解が十分でないこ

と 

76.5% 65.6% 74.4% 69.1% 68.4% 60.5% 

就職活動や職場において不利な扱

いを受けること 
49.4% 46.4% 43.5% 34.5% 38.7% 36.5% 

施設サービスが十分でないこと 15.3% 20.0% 19.8% 20.6% 29.7% 23.0% 

在宅サービスが十分でないこと 9.4% 11.2% 9.7% 12.1% 16.1% 10.0% 

病院や施設で本人の意思に反して

自由を制限したりすること 
14.1% 16.8% 12.6% 13.3% 12.9% 17.5% 

知的障害（がい）者、精神障害（が

い）者等で判断能力が十分でない

者に財産管理等経済生活をめぐる

権利侵害があること 

16.5% 15.2% 21.7% 16.4% 19.4% 16.5% 

道路の段差や、駅や建物の段差な

どにより、外出に支障があること 
29.4% 31.2% 38.6% 34.5% 34.2% 36.0% 

スポーツ、レクリエーション、文

化・芸術活動への参加の機会が少

ないこと 

16.5% 12.0% 9.7% 9.7% 7.7% 16.0% 

結婚の際、周囲から反対を受ける

こと 
16.5% 12.8% 8.2% 9.1% 7.1% 7.0% 

わからない 4.7% 5.6% 7.2% 9.7% 11.0% 12.5% 

その他 1.2% 3.2% 1.9% 4.8% 1.3% 1.5% 

無回答 1.2% 0.8% 1.0% 1.8% 2.6% 6.5% 
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問 16 あなたは、障害（がい）者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いま

すか。次の中から３つまでお選びください。 

「障害（がい）のある人が、安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改

善する」が 49.1％で最も高く、次いで「学校教育の中で、障害（がい）者理解教育を充実す

る」が 48.4％、「障害（がい）者の就職機会を確保する」が 35.3％と続いている。 

前回調査と比較すると、「障害（がい）のある人が、安心して外出できるように、建物の設

備や公共交通機関を改善する」が 7.0ポイント増加、「学校教育の中で、障害（がい）者理解

教育を充実する」が 5.4ポイント増加している。 

 
※「障害（がい）者のための各種相談体制を充実する」の選択肢は、前回は「障害（がい）者のための各種相談機

能を充実する」となっている。また、「看護・介護に関する情報を細かく広報する」の選択肢は、前回は「看護

に関する情報を細かく広報する」となっている。 

  

複数回答

障害（がい）者のための各種相談体制を充実する
（254）
（825）

障害（がい）者の人権を守るための啓発活動を推
進する

（176）
（561）

障害（がい）者の就職機会を確保する
（331）
（1061）

成年後見制度など、障害（がい）のある人の権利と
財産を守るための制度の利用を促進する

（150）
（449）

障害（がい）のある人が、安心して外出できるよう
に、建物の設備や公共交通機関を改善する

（461）
（1156）

障害（がい）のある人がスポーツや文化活動などに
参加しやすくする

（127）
（398）

障害（がい）のある人とない人との交流を促進する
（236）
（676）

学校教育の中で、障害（がい）者理解教育を充実
する

（454）
（1180）

病院や施設の職員の研修を充実する
（118）
（313）

わからない
（53）
（156）

その他
（23）
（35）

無回答
（21）
（101）

27.1 

18.8 

35.3 

16.0 

49.1 

13.5 

25.2 

48.4 

12.6 

5.7 

2.5 

2.2 

30.0 

20.4 

38.6 

16.3 

42.1 

14.5 

24.6 

43.0 

11.4 

5.7 

1.3 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～39 歳で「学校教育の中で、障害（がい）者理解教育を充実する」、

50歳以上で「障害（がい）のある人が、安心して外出できるように、建物の設備や公共交通

機関を改善する」がそれぞれ最も高くなっている。40～49 歳では「障害（がい）のある人

が、安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する」と「学校教育の中

で、障害（がい）者理解教育を充実する」が共に最も高くなっている。また、18～29 歳で

「障害（がい）者の就職機会を確保する」が 44.7％、70歳以上で「障害（がい）者のため

の各種相談体制を充実する」が 36.0％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

障害（がい）者のための各種相談

体制を充実する 
17.6% 21.6% 25.1% 26.1% 28.4% 36.0% 

障害（がい）者の人権を守るため

の啓発活動を推進する 
10.6% 20.0% 15.5% 18.8% 21.9% 22.0% 

障害（がい）者の就職機会を確保

する 
44.7% 35.2% 33.3% 33.9% 38.7% 32.0% 

成年後見制度など、障害（がい）の

ある人の権利と財産を守るための

制度の利用を促進する 

11.8% 16.8% 19.8% 16.4% 16.1% 13.0% 

障害（がい）のある人が、安心して

外出できるように、建物の設備や

公共交通機関を改善する 

36.5% 47.2% 50.2% 50.3% 52.9% 50.5% 

障害（がい）のある人がスポーツ

や文化活動などに参加しやすくす

る 

15.3% 12.0% 13.5% 11.5% 10.3% 18.0% 

障害（がい）のある人とない人と

の交流を促進する 
28.2% 31.2% 32.9% 23.0% 21.9% 16.5% 

学校教育の中で、障害（がい）者理

解教育を充実する 
55.3% 53.6% 50.2% 44.8% 46.5% 45.0% 

病院や施設の職員の研修を充実す

る 
16.5% 7.2% 14.0% 9.7% 12.9% 15.0% 

わからない 7.1% 4.0% 4.8% 5.5% 7.1% 6.0% 

その他 3.5% 4.0% 1.9% 4.2% 1.3% 1.0% 

無回答 1.2% 0.0% 1.0% 1.8% 1.9% 6.0% 

 

  



 

30 

問 17 平成２８年４月に、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」が施行され

ました。あなたは、この法律をご存知ですか。次の中から１つお選びください。 

「法律が出来たことも知らない」が 67.4％で最も高く、次いで「法律が出来たことは知っ

ている」が 24.8％、「法律の内容まで知っている」が 5.8％と続いている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「法律が出来たことも知らない」が最も高く、特に 18～

49歳では 70％台と高くなっている。また、30～39歳で「法律の内容まで知っている」が

10.4％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

法律の内容まで知っている 7.1% 10.4% 7.2% 4.8% 6.5% 1.0% 

法律が出来たことは知っている 17.6% 13.6% 18.8% 24.8% 27.7% 39.0% 

法律が出来たことも知らない 74.1% 76.0% 73.4% 69.1% 63.9% 54.0% 

無回答 1.2% 0.0% 0.5% 1.2% 1.9% 6.0% 

 

  

単数回答

法律の内容まで知っている (54)

法律が出来たことは知っている (233)

法律が出来たことも知らない (632)

無回答 (19)

5.8 

24.8 

67.4 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回（n=938）
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６．同和問題について 

 

問 18 あなたは、同和問題について知っていますか。次の中から１つお選びください。 

「言葉も内容も知っている」が47.8％で最も高く、次いで「言葉は知っている」が29.9％、

「知らない」が 19.7％と続いている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29歳で「知らない」、30歳以上で「言葉も内容も知っている」が

それぞれ最も高くなっている。また、18～29 歳で「言葉も内容も知っている」は約 30％

に留まっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

言葉も内容も知っている 29.4% 46.4% 43.5% 56.4% 53.5% 49.0% 

言葉は知っている 21.2% 24.8% 35.7% 25.5% 29.7% 34.5% 

知らない 48.2% 27.2% 20.3% 15.8% 15.5% 9.0% 

無回答 1.2% 1.6% 0.5% 2.4% 1.3% 7.5% 

 

  

単数回答

言葉も内容も知っている (448)

言葉は知っている (280)

知らない (185)

無回答 (25)

47.8 

29.9 

19.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回（n=938）
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問 19 あなたが同和問題について初めて知ったのは、いつ頃ですか。次の中から１つお選

びください。 

「はっきり覚えていない」が 22.1％で最も高く、次いで「７歳～１２歳まで（小学生）」

が 21.2％、「２０歳以上」が 19.7％と続いている。 

 

  

単数回答

６歳まで (4)

７歳～１２歳まで（小学生） (199)

１３歳～１５歳まで（中学生） (134)

１６歳～１８歳まで（高校生） (93)

１９歳～２０歳未満 (41)

２０歳以上 (185)

はっきり覚えていない (207)

無回答 (75)

0.4 

21.2 

14.3 

9.9 

4.4 

19.7 

22.1 

8.0 

0% 10% 20% 30%

今回（n=938）



 

33 

【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29 歳で「はっきり覚えていない」、30～59 歳で「７歳～１２歳

まで（小学生）」、60～69歳で「１３歳～１５歳まで（中学生）」と「２０歳以上」、70歳以

上で「２０歳以上」がそれぞれ最も高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

６歳まで 0.0% 0.0% 0.5% 0.6% 0.0% 1.0% 

７歳～１２歳まで（小学生） 7.1% 30.4% 35.3% 28.5% 11.6% 8.5% 

１３歳～１５歳まで（中学生） 11.8% 8.8% 12.6% 18.2% 20.6% 12.5% 

１６歳～１８歳まで（高校生） 8.2% 5.6% 4.8% 7.3% 17.4% 15.0% 

１９歳～２０歳未満 5.9% 1.6% 1.9% 4.2% 7.1% 6.0% 

２０歳以上 16.5% 23.2% 15.0% 17.6% 20.6% 24.5% 

はっきり覚えていない 38.8% 20.8% 22.7% 17.6% 18.1% 22.0% 

無回答 11.8% 9.6% 7.2% 6.1% 4.5% 10.5% 
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問 20 あなたが同和問題について初めて知ったのは、誰（なに）からですか。次の中から１

つお選びください。 

「学校の授業、先生」が 26.5％で最も高く、次いで「はっきり覚えていない」が 17.6％、

「テレビ、ラジオ、新聞、本など」が 14.6％と続いている。 

 

  

単数回答

家族（祖父母、父母、兄弟姉妹など） (129)

親戚 (5)

近所の人 (18)

職場の人 (44)

友人 (29)

学校の授業、先生 (249)

テレビ、ラジオ、新聞、本など (137)

人権に関する集会や研修会 (26)

県や市町の広報紙や冊子 (20)

はっきり覚えていない (165)

その他 (41)

無回答 (75)

13.8 

0.5 

1.9 

4.7 

3.1 

26.5 

14.6 

2.8 

2.1 

17.6 

4.4 

8.0 

0% 10% 20% 30%

今回（n=938）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29歳で「はっきり覚えていない」、30～69歳で「学校の授業、先

生」、70歳以上で「テレビ、ラジオ、新聞、本など」がそれぞれ最も高くなっている。また、

60～69歳で「家族（祖父母、父母、兄弟姉妹など）」が 21.3％と他の年代に比べて高くな

っている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

家族（祖父母、父母、兄弟姉妹な

ど） 
11.8% 3.2% 11.1% 17.6% 21.3% 15.0% 

親戚 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.3% 1.0% 

近所の人 0.0% 0.0% 1.0% 0.6% 3.9% 4.5% 

職場の人 0.0% 3.2% 2.4% 7.9% 4.5% 7.5% 

友人 0.0% 0.8% 1.4% 4.2% 3.9% 6.0% 

学校の授業、先生 21.2% 38.4% 40.6% 32.1% 21.9% 6.0% 

テレビ、ラジオ、新聞、本など 9.4% 11.2% 11.6% 12.1% 14.2% 24.5% 

人権に関する集会や研修会 2.4% 1.6% 0.5% 0.6% 5.2% 5.5% 

県や市町の広報紙や冊子 3.5% 1.6% 0.5% 1.8% 1.9% 4.0% 

はっきり覚えていない 30.6% 21.6% 17.9% 13.3% 14.2% 15.5% 

その他 8.2% 8.8% 5.3% 3.0% 3.2% 1.0% 

無回答 12.9% 9.6% 7.7% 6.1% 4.5% 9.5% 
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問 21 あなたは同和問題の起こりについて、どのように受けとめていますか。次の中から１

つお選びください。 

「江戸時代の政策によってつくられた」が 31.9％で最も高く、次いで「わからない」が

27.9％、「生活が貧しかった」が 10.8％と続いている。 

 

  

単数回答

人種（民族）が違った (93)

宗教が違った (8)

職業（仕事）が違った (95)

生活が貧しかった (101)

江戸時代の政策によってつくられた (299)

わからない (262)

その他 (20)

無回答 (60)

9.9 

0.9 

10.1 

10.8 

31.9 

27.9 

2.1 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40%

今回（n=938）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～49歳で「わからない」、50歳以上で「江戸時代の政策によってつ

くられた」がそれぞれ最も高くなっている。特に、18～29歳で「わからない」が 43.5％と

他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

人種（民族）が違った 12.9% 10.4% 8.2% 7.3% 8.4% 13.5% 

宗教が違った 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 1.9% 1.0% 

職業（仕事）が違った 7.1% 4.8% 8.7% 6.1% 12.9% 17.5% 

生活が貧しかった 7.1% 12.8% 13.0% 12.7% 14.2% 4.5% 

江戸時代の政策によってつくられ

た 
17.6% 28.0% 29.5% 43.0% 31.6% 33.5% 

わからない 43.5% 35.2% 30.9% 24.2% 24.5% 19.5% 

その他 2.4% 1.6% 2.9% 1.8% 2.6% 1.5% 

無回答 9.4% 7.2% 5.3% 4.8% 3.9% 9.0% 
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問 22 同和問題に関する事柄で、特に問題があると思うのはどのようなことですか。次の

中から３つまでお選びください。 

「結婚の際、周囲から反対を受けること」が 45.2％で最も高く、次いで「就職において不

利な扱いを受けること」が 35.6％、「日常生活の中での近所付き合いなどの交際を避けられ

ること」が 32.3％と続いている。 

前回調査と比較すると、「日常生活の中での近所付き合いなどの交際を避けられること」が

12.6ポイント増加、「結婚の際、周囲から反対を受けること」が 11.1ポイント増加、「わか

らない」が 11.2ポイント減少している。 

 
※「インターネット上に差別を助長する表現が掲載されること」という選択肢は、今回から追加されたものであ

る。 

※「日常生活の中での近所付き合いなどの交際を避けられること」の選択肢は、前回は「日常生活の中で交際を避

けられること」となっている。 

 

  

複数回答

就職において不利な扱いを受けること
（334）
（1047）

結婚の際、周囲から反対を受けること
（424）
（937）

日常生活の中での近所付き合いなどの交
際を避けられること

（303）

（540）

職場で不利な扱いや差別的な待遇を受け
ること

（230）
（780）

学校の中で友だちから仲間はずれやいじめ
などを受けること

（205）
（690）

インターネット上に差別を助長する表現が掲
載されること

（188）
（-）

わからない
（225）

（967）

その他
（33）
（125）

無回答
（50）
（145）

35.6 

45.2 

32.3 

24.5 

21.9 

20.0 

24.0 

3.5 

5.3 

38.1 

34.1 

19.7 

28.4 

25.1 

35.2 

4.6 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29歳で「わからない」、30歳以上で「結婚の際、周囲から反対を

受けること」がそれぞれ最も高くなっている。また、40～59 歳で「インターネット上に差

別を助長する表現が掲載されること」が 20％台、70歳以上で「日常生活の中での近所付き

合いなどの交際を避けられること」が 30％台後半と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

就職において不利な扱いを受ける

こと 
29.4% 37.6% 36.7% 32.7% 39.4% 35.0% 

結婚の際、周囲から反対を受ける

こと 
30.6% 41.6% 44.9% 41.8% 52.3% 51.5% 

日常生活の中での近所付き合いな

どの交際を避けられること 
22.4% 32.0% 32.4% 32.1% 31.0% 37.5% 

職場で不利な扱いや差別的な待遇

を受けること 
31.8% 25.6% 27.1% 24.2% 18.7% 22.5% 

学校の中で友だちから仲間はずれ

やいじめなどを受けること 
14.1% 26.4% 25.6% 23.0% 16.8% 21.5% 

インターネット上に差別を助長す

る表現が掲載されること 
18.8% 17.6% 25.6% 23.6% 17.4% 15.5% 

わからない 36.5% 20.0% 23.7% 23.6% 26.5% 20.0% 

その他 0.0% 2.4% 4.3% 5.5% 4.5% 2.5% 

無回答 7.1% 6.4% 2.9% 3.6% 1.9% 10.5% 
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問 23 あなたは、住宅や生活環境を選ぶ際に、同和地区であった場合、避けることがある

と思いますか。次の中から１つお選びください。 

「わからない」が 26.1％で最も高く、次いで「どちらかといえば避ける」が 22.1％、「ど

ちらかといえば気にしない」が 22.0％と続いている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29 歳で「わからない」が 45.9％、30～39 歳で「まったく気に

しない」が 26.4％と他の年代に比べて高くなっている。その他の年代では、年代によって回

答にばらつきが見られる。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

まったく気にしない 12.9% 26.4% 16.9% 15.2% 16.8% 15.5% 

どちらかといえば気にしない 21.2% 14.4% 19.3% 20.0% 25.2% 28.5% 

どちらかといえば避ける 10.6% 18.4% 25.1% 26.7% 22.6% 22.0% 

避ける 3.5% 10.4% 11.6% 8.5% 6.5% 5.5% 

わからない 45.9% 24.8% 23.7% 26.1% 27.7% 20.0% 

無回答 5.9% 5.6% 3.4% 3.6% 1.3% 8.5% 

 

 

  

単数回答

まったく気にしない
（161）

（516）

どちらかといえば気にしない
（206）
（630）

どちらかといえば避ける
（207）
（500）

避ける
（75）

（184）

わからない
（245）

（802）

無回答
（44）
（115）

17.2 

22.0 

22.1 

8.0 

26.1 

4.7 

18.8 

22.9 

18.2 

6.7 

29.2 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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問 24 あなたは、結婚や就職時の身元調査について、どのようにお考えですか。次の中か

ら１つお選びください。 

「よくないことだが、ある程度はしかたがないことだと思う」が 47.3％で最も高く、次い

で「身元調査は差別につながるおそれがあるので、すべきでないと思う」が 22.6％、「わか

らない」が 13.9％と続いている。 

前回調査と比較すると、「わからない」が 8.0 ポイント増加、「よくないことだが、ある程

度はしかたがないことだと思う」が 10.5ポイント減少している。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「よくないことだが、ある程度はしかたがないことだと

思う」が最も高く、特に 18～29歳と 50～59歳で 50％台と高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

身元調査は差別につながるおそれ

があるので、すべきでないと思う 
15.3% 22.4% 28.5% 16.4% 26.5% 22.0% 

よくないことだが、ある程度はし

かたがないことだと思う 
50.6% 45.6% 45.4% 54.5% 47.1% 43.0% 

身元調査をすることは当然のこと

だと思う 
11.8% 11.2% 9.7% 12.1% 10.3% 15.5% 

わからない 17.6% 14.4% 13.0% 14.5% 14.8% 11.5% 

無回答 4.7% 6.4% 3.4% 2.4% 1.3% 8.0% 

 

 

  

単数回答

身元調査は差別につながるおそれがある
ので、すべきでないと思う

（212）
（488）

よくないことだが、ある程度はしかたがない
ことだと思う

（444）

（1587）

身元調査をすることは当然のことだと思う
（111）

（378）

わからない
（130）

（161）

無回答
（41）

（133）

22.6 

47.3 

11.8 

13.9 

4.4 

17.8 

57.8 

13.8 

5.9 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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問 25 あなたのお子さんが同和地区出身の人と結婚しようとした場合、あなたはどのように

対応しますか。次の中から１つお選びください。 

「同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重する」が 52.0％で最も高

く、次いで「わからない」が 24.3％、「自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方が

ない」が 16.0％と続いている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意

思を尊重する」が最も高くなっている。また、70歳以上で「自分としては反対だが、子の意

思が強ければ仕方がない」が 24.5％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

同和地区出身の人であるかないか

に関係なく、子の意思を尊重する 
47.1% 59.2% 53.6% 46.1% 56.8% 49.0% 

自分としては反対だが、子の意思

が強ければ仕方がない 
7.1% 13.6% 15.0% 14.5% 14.8% 24.5% 

自分としては反対しないが、家族

や親せきに反対があれば、結婚は

認めない 

0.0% 0.8% 1.9% 2.4% 1.9% 0.5% 

自分は反対であり、絶対に結婚は

認めない 
1.2% 0.8% 2.4% 1.8% 1.9% 1.0% 

わからない 37.6% 20.8% 24.2% 31.5% 23.2% 16.0% 

無回答 7.1% 4.8% 2.9% 3.6% 1.3% 9.0% 

 

  

単数回答

同和地区出身の人であるかないかに関係
なく、子の意思を尊重する

(488)

自分としては反対だが、子の意思が強けれ
ば仕方がない

(150)

自分としては反対しないが、家族や親せき
に反対があれば、結婚は認めない

(13)

自分は反対であり、絶対に結婚は認めない (15)

わからない (228)

無回答 (44)

52.0 

16.0 

1.4 

1.6 

24.3 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回（n=938）
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問 26 あなたが結婚しようとする相手が、同和地区出身の人であるとわかった場合、あな

たはどうされますか。次の中から１つお選びください。 

「できるだけ家族や親戚の理解を得て、自分の意思を貫いて結婚する」が 41.2％で最も高

く、次いで「わからない」が 24.7％、「家族や親戚から反対されても自分の意思を貫いて結

婚する」が 19.3％と続いている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「できるだけ家族や親戚の理解を得て、自分の意思を貫

いて結婚する」が最も高く、特に 30～49 歳で 40％台と高くなっている。また、18～29

歳で「わからない」が 36.5％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

家族や親戚から反対されても自分

の意思を貫いて結婚する 
15.3% 21.6% 18.8% 21.8% 23.2% 15.0% 

できるだけ家族や親戚の理解を得

て、自分の意思を貫いて結婚する 
38.8% 48.8% 46.4% 37.6% 36.8% 38.0% 

家族や親戚の反対があれば、結婚

しない 
1.2% 1.6% 5.8% 8.5% 5.8% 11.0% 

絶対に結婚しない 1.2% 1.6% 2.4% 2.4% 3.2% 2.0% 

わからない 36.5% 22.4% 21.3% 25.5% 26.5% 23.0% 

無回答 7.1% 4.0% 5.3% 4.2% 4.5% 11.0% 

 

  

単数回答

家族や親戚から反対されても自分の意思を
貫いて結婚する

(181)

できるだけ家族や親戚の理解を得て、自分
の意思を貫いて結婚する

(386)

家族や親戚の反対があれば、結婚しない (60)

絶対に結婚しない (21)

わからない (232)

無回答 (58)

19.3 

41.2 

6.4 

2.2 

24.7 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938）
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問 27 あなたは、同和問題を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。次

の中から３つまでお選びください。 

「同和問題への正しい知識を身に付けるための学校教育を充実する」が 56.2％で最も高

く、次いで「えせ同和行為を排除する」が 29.0％、「同和問題を解決するための啓発広報活

動を推進する」が 24.3％と続いている。 

前回調査と比較すると、「同和地区のことや差別のことなど口に出さないで、そっとしてお

く」が 12.6 ポイント減少、「えせ同和行為を排除する」が 8.8 ポイント減少、「同和問題に

かかる人権相談、電話相談を充実する」が 8.7ポイント減少、「同和問題について、自由な意

見交換ができる環境をつくる」が 6.3ポイント減少している。 

 
※「同和問題を解決するための啓発広報活動を推進する」と「同和問題への正しい知識を身に付けるための学校教

育を充実する」の選択肢は、前回は「同和問題を解決するための教育・啓発広報活動を推進する」となっている

ため、今回は別々に掲載している。 

 

  

複数回答

同和問題を解決するための啓発広報活動を
推進する

（228）
（-）

同和問題への正しい知識を身に付けるための
学校教育を充実する

（527）
（-）

同和問題を解決するための教育・啓発広報
活動を推進する

（-）
（1151）

同和問題にかかる人権相談、電話相談を充
実する

（136）
（636）

えせ同和行為を排除する
（272）
（1039）

同和問題について、自由な意見交換ができ
る環境をつくる

（181）
（703）

インターネットを利用した差別を助長するよう
な情報の防止対策を充実する

（223）
（698）

同和地区のことや差別のことなど口に出さ
ないで、そっとしておく

（149）
（782）

わからない
（161）
（-）

その他
（26）
（165）

無回答
（51）
（265）

24.3 

56.2 

14.5 

29.0 

19.3 

23.8 

15.9 

17.2 

2.8 

5.4 

41.9 

23.2 

37.8 

25.6 

25.4 

28.5 

6.0 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「同和問題への正しい知識を身に付けるための学校教育

を充実する」が最も高く、特に 40～49歳で 61.8％と高くなっている。また、40～69歳

で「えせ同和行為を排除する」が 30％台、50～59 歳で「インターネットを利用した差別

を助長するような情報の防止対策を充実する」が 30％台、18～29 歳で「わからない」が

30％台と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

同和問題を解決するための啓発広

報活動を推進する 
15.3% 21.6% 23.2% 23.6% 25.8% 30.0% 

同和問題への正しい知識を身に付

けるための学校教育を充実する 
51.8% 58.4% 61.8% 56.4% 55.5% 51.0% 

同和問題にかかる人権相談、電話

相談を充実する 
14.1% 16.0% 14.5% 11.5% 17.4% 14.0% 

えせ同和行為を排除する 18.8% 22.4% 31.4% 39.4% 32.3% 24.0% 

同和問題について、自由な意見交

換ができる環境をつくる 
10.6% 12.0% 16.4% 12.1% 22.6% 33.5% 

インターネットを利用した差別を

助長するような情報の防止対策を

充実する 

16.5% 20.8% 24.2% 30.3% 28.4% 19.5% 

同和地区のことや差別のことなど

口に出さないで、そっとしておく 
11.8% 13.6% 14.0% 11.5% 19.4% 22.0% 

わからない 32.9% 18.4% 14.5% 15.8% 15.5% 15.0% 

その他 1.2% 4.0% 4.8% 2.4% 0.6% 2.5% 

無回答 7.1% 4.8% 4.3% 3.6% 3.2% 9.5% 
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問 28 平成２８年１２月に、「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されました。あな

たは、この法律をご存知ですか。次の中から１つお選びください。 

「法律が出来たことも知らない」が 74.2％で最も高く、次いで「法律が出来たことは知っ

ている」が 17.4％、「法律の内容まで知っている」が 4.3％と続いている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「法律が出来たことも知らない」が最も高く、特に 30～

59歳で 80％台と高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

法律の内容まで知っている 2.4% 5.6% 4.3% 4.2% 5.8% 3.0% 

法律が出来たことは知っている 22.4% 6.4% 9.2% 10.9% 23.2% 31.5% 

法律が出来たことも知らない 74.1% 86.4% 82.6% 81.8% 67.7% 56.5% 

無回答 1.2% 1.6% 3.9% 3.0% 3.2% 9.0% 

 

 

 

  

単数回答

法律の内容まで知っている (40)

法律が出来たことは知っている (163)

法律が出来たことも知らない (696)

無回答 (39)

4.3 

17.4 

74.2 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今回（n=938）
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７．外国人に関する人権について 

 

問 29 日本に居住している外国人に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはど

のようなことですか。次の中から３つまでお選びください。 

「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」が 40.0％で最も高く、次いで「習慣

等が違うので、地域社会で受け入れられにくいこと」が 39.0％、「病院や公共施設に十分な

外国語表記がないのでサービスが受けにくいこと」が 31.3％と続いている。 

前回調査と比較すると、「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」が 11.8ポイ

ント増加、「習慣等が違うので、地域社会で受け入れられにくいこと」が 5.6 ポイント増加、

「わからない」が 6.4ポイント減少している。 

 

※「いわゆるヘイトスピーチが公然と行われていること」という選択肢は、今回から追加されたものである。 

※「年金制度などの福祉政策が、日本人と同じように適用されないこと」の選択肢は、前回は「年金や医療保険制

度などの福祉政策が、日本人と同じように適用されないこと」となっている。 

 

 

  

複数回答

就職活動や職場において不利な扱いを受けること
（375）
（776）

年金制度などの福祉政策が、日本人と同じように
適用されないこと

（249）
（822）

選挙権がないこと
（137）
（450）

アパートなどの住宅を容易に借りることができない
こと

（240）
（645）

習慣等が違うので、地域社会で受け入れられにく
いこと

（366）
（917）

結婚の際、周囲から反対を受けること
（39）
（160）

病院や公共施設に十分な外国語表記がないので
サービスが受けにくいこと

（294）
（845）

お店やレストランなどで十分なサービスが受けにく
いこと

（42）
（129）

いわゆるヘイトスピーチが公然と行われていること
（139）
（-）

わからない
（153）
（623）

その他
（30）
（76）

無回答
（32）
（135）

40.0 

26.5 

14.6 

25.6 

39.0 

4.2 

31.3 

4.5 

14.8 

16.3 

3.2 

3.4 

28.2 

29.9 

16.4 

23.5 

33.4 

5.8 

30.8 

4.7 

22.7 

2.8 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～39歳と 50～59歳で「就職活動や職場において不利な扱いを受け

ること」、40～49歳と 60歳以上で「習慣等が違うので、地域社会で受け入れられにくいこ

と」がそれぞれ最も高くなっている。また、18～29歳で「選挙権がないこと」が 24.7％、

「結婚の際、周囲から反対を受けること」が 10.6％と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

就職活動や職場において不利な扱

いを受けること 
40.0% 38.4% 37.2% 46.7% 41.9% 36.5% 

年金制度などの福祉政策が、日本

人と同じように適用されないこと 
34.1% 28.8% 22.7% 25.5% 22.6% 30.0% 

選挙権がないこと 24.7% 16.8% 15.0% 11.5% 11.0% 14.0% 

アパートなどの住宅を容易に借り

ることができないこと 
28.2% 26.4% 29.5% 24.2% 25.2% 21.5% 

習慣等が違うので、地域社会で受

け入れられにくいこと 
34.1% 29.6% 39.1% 42.4% 44.5% 39.5% 

結婚の際、周囲から反対を受ける

こと 
10.6% 2.4% 2.4% 3.0% 1.3% 7.5% 

病院や公共施設に十分な外国語表

記がないのでサービスが受けにく

いこと 

28.2% 36.8% 33.3% 26.1% 29.7% 32.5% 

お店やレストランなどで十分なサ

ービスが受けにくいこと 
11.8% 9.6% 4.3% 2.4% 3.2% 1.0% 

いわゆるヘイトスピーチが公然と

行われていること 
14.1% 16.8% 16.4% 13.9% 15.5% 12.5% 

わからない 14.1% 9.6% 15.5% 15.2% 21.9% 19.0% 

その他 2.4% 4.8% 2.9% 2.4% 4.5% 2.5% 

無回答 0.0% 0.8% 3.4% 0.6% 3.2% 9.0% 
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問 30 あなたは、日本に居住している外国人の人権を守るためには、どのようなことが必

要だと思いますか。次の中から３つまでお選びください。 

「外国人の文化や伝統を尊重し、外国の人々と協調する態度をはぐくむなど国際理解教育

を進める」が42.9％で最も高く、次いで「外国人のための各種相談体制を充実する」が42.5％、

「地域における行事などを通じ、外国人と地域住民との交流を図り、相互理解を深める」が

42.2％と続いている。 

前回調査と比較すると、「外国人の就職機会を確保する」が 5.8 ポイント増加、「日常生活

に必要な情報を外国語により提供する」が 5.6ポイント増加している。 

 

※「外国人のための各種相談体制を充実する」の選択肢は、前回は「外国人のための各種相談機能を充実する」と

なっている。 

 

  

複数回答

外国人のための各種相談体制を充実する
（399）
（1059）

外国人の人権を守るための啓発活動を推
進する

（105）
（335）

外国人の就職機会を確保する
（234）
（524）

外国人の地方参政権や行政への参画を促
進する

（83）
（264）

日常生活に必要な情報を外国語により提
供する

（363）
（908）

外国人の文化や伝統を尊重し、外国の
人々と協調する態度をはぐくむなど国際理
解教育を進める

（402）
（1131）

地域における行事などを通じ、外国人と地
域住民との交流を図り、相互理解を深める

（396）
（1160）

わからない
（102）
（391）

その他
（27）
（63）

無回答
（28）
（125）

42.5 

11.2 

24.9 

8.8 

38.7 

42.9 

42.2 

10.9 

2.9 

3.0 

38.6 

12.2 

19.1 

9.6 

33.1 

41.2 

42.2 

14.2 

2.3 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29 歳で「外国人の文化や伝統を尊重し、外国の人々と協調する態

度をはぐくむなど国際理解教育を進める」、30～39歳で「日常生活に必要な情報を外国語に

より提供する」、40～49歳で「地域における行事などを通じ、外国人と地域住民との交流を

図り、相互理解を深める」、50歳以上で「外国人のための各種相談体制を充実する」がそれ

ぞれ最も高くなっている。また、18～39 歳で「外国人の就職機会を確保する」が 30％台

と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

外国人のための各種相談体制を充

実する 
36.5% 32.8% 38.2% 46.7% 49.0% 47.0% 

外国人の人権を守るための啓発活

動を推進する 
9.4% 10.4% 11.6% 9.7% 13.5% 11.5% 

外国人の就職機会を確保する 36.5% 31.2% 24.6% 23.6% 20.0% 21.5% 

外国人の地方参政権や行政への参

画を促進する 
16.5% 11.2% 9.2% 7.9% 6.5% 6.5% 

日常生活に必要な情報を外国語に

より提供する 
40.0% 41.6% 38.6% 36.4% 41.9% 36.0% 

外国人の文化や伝統を尊重し、外

国の人々と協調する態度をはぐく

むなど国際理解教育を進める 

47.1% 37.6% 44.9% 41.2% 42.6% 43.5% 

地域における行事などを通じ、外

国人と地域住民との交流を図り、

相互理解を深める 

35.3% 39.2% 45.9% 38.2% 43.2% 45.5% 

わからない 10.6% 10.4% 9.7% 9.1% 11.6% 13.5% 

その他 1.2% 4.0% 3.4% 4.8% 3.2% 0.5% 

無回答 0.0% 0.8% 2.9% 0.6% 3.2% 7.5% 
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問 31 平成２８年６月に、「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組

の推進に関する法律」（ヘイトスピーチ解消法）が施行されました。あなたは、この法律

をご存知ですか。次の中から１つお選びください。 

「法律が出来たことも知らない」が 63.5％で最も高く、次いで「法律が出来たことは知っ

ている」が 26.9％、「法律の内容まで知っている」が 6.2％と続いている。 

 

【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「法律が出来たことも知らない」が最も高く、特に 18～

29歳と 40～49歳で約 70％と高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

法律の内容まで知っている 4.7% 9.6% 5.8% 6.7% 6.5% 4.5% 

法律が出来たことは知っている 25.9% 23.2% 22.2% 31.5% 27.7% 29.5% 

法律が出来たことも知らない 69.4% 67.2% 69.6% 61.2% 62.6% 55.5% 

無回答 0.0% 0.0% 2.4% 0.6% 3.2% 10.5% 

 

 

 

  

単数回答

法律の内容まで知っている (58)

法律が出来たことは知っている (252)

法律が出来たことも知らない (596)

無回答 (32)

6.2 

26.9 

63.5 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今回（n=938）
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８．インターネットによる人権侵害について 

 

問 32 インターネットに関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことで

すか。次の中から３つまでお選びください。 

「他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現を掲載すること」が 77.3％で最も高く、次い

で「個人情報が流出していること」が 52.7％、「出会い系サイト、ＳＮＳ等などが犯罪を誘

発する場となっていること」が 42.9％と続いている。 

前回調査と比較すると、「他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現を掲載すること」が 6.2

ポイント増加している。 

 

※「出会い系サイト、ＳＮＳ等などが犯罪を誘発する場となっていること」の選択肢は、前回は「出会い系サイト

など犯罪を誘発する場となっていること」となっている。 

 

  

複数回答

他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現
を掲載すること

（725）
（1953）

差別を助長する表現を掲載すること
（240）
（596）

出会い系サイト、ＳＮＳ等などが犯罪を誘発
する場となっていること

（402）
（1043）

捜査対象となっている未成年者の実名や
顔写真を掲載すること

（110）
（256）

わいせつ画像や残虐な画像など、有害な
情報を掲載すること

（200）
（626）

個人情報が流出していること
（494）
（1369）

インターネットを利用した悪徳商法の被害が
起こっていること

（301）
（851）

わからない
（41）
（159）

その他
（9）
（34）

無回答
（21）
（113）

77.3 

25.6 

42.9 

11.7 

21.3 

52.7 

32.1 

4.4 

1.0 

2.2 

71.1 

21.7 

38.0 

9.3 

22.8 

49.8 

31.0 

5.8 

1.2 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現を掲載する

こと」が最も高く、特に 18～29歳で 87.1％と高くなっている。また、60歳以上で「出会

い系サイト、ＳＮＳ等などが犯罪を誘発する場となっていること」が 50％前後となってお

り、18～39 歳、50～59 歳で「個人情報が流出していること」が 60％台と他の年代に比

べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

他人の身元を暴いたり、誹謗中傷

する表現を掲載すること 
87.1% 76.8% 82.1% 82.4% 78.7% 63.0% 

差別を助長する表現を掲載するこ

と 
30.6% 29.6% 25.1% 28.5% 23.9% 20.5% 

出会い系サイト、ＳＮＳ等などが

犯罪を誘発する場となっているこ

と 

28.2% 40.8% 41.5% 36.4% 52.3% 49.5% 

捜査対象となっている未成年者の

実名や顔写真を掲載すること 
7.1% 13.6% 13.5% 13.3% 10.3% 10.5% 

わいせつ画像や残虐な画像など、

有害な情報を掲載すること 
16.5% 17.6% 24.6% 21.2% 20.0% 23.5% 

個人情報が流出していること 63.5% 60.8% 53.1% 60.6% 46.5% 41.0% 

インターネットを利用した悪徳商

法の被害が起こっていること 
38.8% 25.6% 33.3% 34.5% 34.8% 27.5% 

わからない 2.4% 1.6% 2.4% 1.2% 6.5% 10.0% 

その他 0.0% 1.6% 1.4% 0.0% 0.6% 1.5% 

無回答 0.0% 0.8% 1.0% 1.2% 1.3% 7.0% 
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問 33 インターネット上の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。次

の中から３つまでお選びください。 

「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化する」が 75.3％で最も高く、次いで「プ

ロバイダに対し情報の停止・削除を求める」が 57.2％、「インターネット利用者やプロバイ

ダ等に対して、個人のプライバシーや名誉に関する正しい理解を深めるための教育・啓発を

推進する」が 50.1％と続いている。 

前回調査と比較すると、「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化する」が 7.2ポイ

ント増加、「インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個人のプライバシーや名誉に関

する正しい理解を深めるための教育・啓発を推進する」が 6.3ポイント増加、「プロバイダに

対し情報の停止・削除を求める」が 5.1ポイント増加している。 

 

  

複数回答

インターネットによる人権侵害を受けた人の
ための相談体制を充実する

（382）
（988）

インターネット利用者やプロバイダ等に対して、
個人のプライバシーや名誉に関する正しい理
解を深めるための教育・啓発を推進する

（470）
（1204）

プロバイダに対し情報の停止・削除を求める
（537）
（1431）

違法な情報発信者に対する監視・取締りを
強化する

（706）
（1872）

表現の自由に関わる問題であり、対策には
慎重な対応が必要である

（138）
（366）

わからない
（66）
（237）

その他
（14）
（47）

無回答
（26）
（128）

40.7 

50.1 

57.2 

75.3 

14.7 

7.0 

1.5 

2.8 

36.0 

43.8 

52.1 

68.1 

13.3 

8.6 

1.7 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
今回（n=938） 前回（n=2,747）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、すべての年代で「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化する」

が最も高く、特に 18～29歳で 81.2％と高くなっている。また、18～29歳で「インター

ネット利用者やプロバイダ等に対して、個人のプライバシーや名誉に関する正しい理解を深

めるための教育・啓発を推進する」が 60％、18～39 歳で「表現の自由に関わる問題であ

り、対策には慎重な対応が必要である」が 20％台と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

インターネットによる人権侵害を

受けた人のための相談体制を充実

する 

35.3% 32.8% 42.5% 45.5% 44.5% 39.5% 

インターネット利用者やプロバイ

ダ等に対して、個人のプライバシ

ーや名誉に関する正しい理解を深

めるための教育・啓発を推進する 

60.0% 54.4% 49.3% 47.3% 51.6% 45.0% 

プロバイダに対し情報の停止・削

除を求める 
55.3% 55.2% 61.4% 64.8% 58.7% 47.5% 

違法な情報発信者に対する監視・

取締りを強化する 
81.2% 72.8% 76.8% 78.8% 75.5% 69.5% 

表現の自由に関わる問題であり、

対策には慎重な対応が必要である 
21.2% 20.8% 16.9% 10.3% 11.0% 12.5% 

わからない 3.5% 4.8% 2.9% 5.5% 7.1% 15.5% 

その他 0.0% 3.2% 1.9% 0.6% 1.3% 1.5% 

無回答 0.0% 0.8% 0.5% 1.2% 2.6% 9.0% 
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９．人権問題への取組について 

 

問 34 今後、市町が人権問題の解決に向けて、取り組むべきことについて、あなたのお考

えに近いものはどれですか。次の中から３つお選びください。 

「社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策の充実」が 42.0％で最も高く、次いで

「人権侵害を受けた人を救済する制度の充実」が 41.6％、「学校における人権教育の推進」

が 39.0％と続いている。 

前回調査と比較すると、「学校における人権教育の推進」が 5.3 ポイント増加、「幼児期か

ら、多様な個性を認めあえる教育の推進」が 5.2ポイント増加している。 

 
※「相談体制の充実」の選択肢は、前回は「相談機能の充実」となっている。 

 

  

複数回答

広報活動の推進
（136）
（377）

相談体制の充実
（278）
（867）

人権侵害を受けた人を救済する制度の充
実

（390）
（1065）

情報の収集・提供の充実
（169）
（408）

国、県、市町村、民間団体等の関係機関に
よる連携と一体的な啓発の推進

（223）
（757）

幼児期から、多様な個性を認めあえる教育
の推進

（357）
（904）

学校における人権教育の推進
（366）
（925）

人権にかかわりの深い職業に従事する人
に対する人権啓発の充実

（91）
（339）

社会的に弱い立場にある人に対する支援、
救済策の充実

（394）
（1069）

必要ない
（1）
（22）

わからない
（39）
（124）

その他
（11）
（34）

無回答
（23）
（117）
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【年齢別】 

年齢別で見ると、18～29 歳と 40～49 歳で「学校における人権教育の推進」、30～39

歳で「幼児期から、多様な個性を認めあえる教育の推進」、50～69歳で「人権侵害を受けた

人を救済する制度の充実」、70歳以上で「社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策

の充実」がそれぞれ最も高くなっている。また、70歳以上で「広報活動の推進」が 20％台

と他の年代に比べて高くなっている。 

 

選択項目 
18～29

歳 

30～39

歳 

40～49

歳 

50～59

歳 

60～69

歳 

70歳 

以上 

回答者数 85人 125人 207人 165人 155人 200人 

広報活動の推進 8.2% 12.0% 9.7% 14.5% 14.2% 24.0% 

相談体制の充実 21.2% 25.6% 28.5% 35.8% 31.6% 30.0% 

人権侵害を受けた人を救済する制

度の充実 
40.0% 36.8% 41.1% 47.3% 46.5% 37.5% 

情報の収集・提供の充実 27.1% 21.6% 20.3% 16.4% 19.4% 10.0% 

国、県、市町村、民間団体等の関係

機関による連携と一体的な啓発の

推進 

27.1% 16.0% 20.8% 21.8% 27.7% 28.5% 

幼児期から、多様な個性を認めあ

える教育の推進 
41.2% 52.0% 41.5% 33.9% 34.8% 30.0% 

学校における人権教育の推進 50.6% 39.2% 45.9% 36.4% 33.5% 33.5% 

人権にかかわりの深い職業に従事

する人に対する人権啓発の充実 
7.1% 11.2% 8.2% 10.3% 11.6% 9.5% 

社会的に弱い立場にある人に対す

る支援、救済策の充実 
45.9% 40.0% 43.5% 38.8% 38.7% 45.5% 

必要ない 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

わからない 3.5% 1.6% 2.4% 4.8% 7.1% 5.0% 

その他 1.2% 3.2% 1.0% 0.6% 0.6% 1.0% 

無回答 0.0% 2.4% 1.4% 0.6% 1.9% 6.5% 

 

  


